予算要求資料
平成２９年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　　項：林業費　　目：林業振興費
	事業名 新「日独林業シンポジウム2017」開催事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

林政部　森林文化アカデミー　総務課　管理調整係　電話番号：0575-35-2525（内203）

　　　　　　E-mail： c21907@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　9,450千円（前年度予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	9,450
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,450

	決定額
	8,900
	4,271
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,629


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
森林文化アカデミーとドイツ・ロッテンブルク林業大学との人材・学術交流、さらにはビジネスチャンス拡大に繋がる林業・木材産業関連企業等との連携を深めるため、Ｈ28年6月のドイツ開催に続き、H29に森林文化アカデミーで「日独林業シンポジウム2017」を開催する。
またこの機会を捉え、産学官と密接に連携する森林文化アカデミーが、林業関連人材の育成機関としての質の高さを内外に示すことで、優秀な人材を集め、県内に輩出することにより、本県の地方創生を図っていく。
（２）事業内容
①「日独林業シンポジウム2017」の開催

②「エクスカーション」の開催（県内の持続可能な林業経営）
③「特別セミナー」の開催（資源管理、木造建築等の最新話題）
（３）県負担・補助率の考え方
日本を代表して第２回大会は本県が主体となって実施することが、日本側（林野庁、岩手大学、鹿児島大学）及びドイツ側（ロッテンブルク大学、バーデンビュルテンベルク州「以下、BW州」）の関係者間で了解されている。
（４）類似事業の有無
　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	614
	講師謝金

	旅費
	1,143
	講師費用弁償、業務旅費

	需用費
	586
	印刷製本、消耗品費、報告書作成

	役務費
	184
	通信運搬費、日独逐次通訳雇用

	使用料及び賃借料
	2,654
	バス借上げ、同時通訳機器リース

	業務委託費
	4,269
	日独林業シンポジウムに係る日独コーディネイト（ドイツ講師招聘、日独資料翻訳等）、同時通訳、同時通訳機材準備、開催記録作成等

	合計
	9,450
	


	　決定額の考え方　
　事業内容を精査し、所要額を計上します。
　財源については、地方創生推進交付金の充当を見込み計上します。



４　参考事項
（１）「日独林業シンポジウム」開催の経緯
岐阜県とドイツBW州が締結した「エネルギー及び森林・林業に関する覚書（H25年5月）」に基づき、本学とBW州・ロッテンブルク林業大学が、知事及び同州大臣による立会のもと、同大学にて教育・学術等の分野に関する連携の覚書（H26年11月）」を締結した。
来年度、本県で日独林業シンポジウムを開催することは、これら覚書の着実な履行に資するとともに、ひいては両県州相互の森林環境の保全、及び林業の振興に繋がるものである。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果

	（事業目標）

「日独林業シンポジウム」を通じて、森林文化アカデミーとロッテンブルク林業大学との人材・学術交流の促進を図りつつ、両国間のビジネスチャンス拡大に繋がる林業・木材産業関連企業等との連携を深めることを目標とする。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	日独連携プロジェクト
	0件
（H27）

	0件
（H27）

	0件
（H28）

	0件
（H29）

	5件
（～H33）

	0%


○指標を設定することができない場合の理由
	－


（前年度の取組）

	・第１回目となる「日独林業シンポジウム2016」に岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム会員とともに参加したほか、シンポジウムの開催準備状況や運営状況について調査を行った。


（前年度の成果）

	・「日独林業シンポジウム2016」に参加することで、両校との関係をより強固なものにしたとともに、次期開催県として「日独林業シンポジウム2017」の企画・運営の参考とした。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	本シンポジウムを通じて両国の人材・学術交流を進展するとともに、企業間連携によるビジネスチャンスの拡大、本県が新たに取り組む「100年先の森林づくり」を県民に発信する絶好の機会でもあり、開催する意義は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	本シンポジウムを開催することにより、両国から選ばれた専門家による最新情報の伝達や、両国間の人材・学術交流に向けたプラットフォームを県内に構築することができる。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	ドイツでの第１回大会に参加したことにより、シンポジウム等の企画・運営体制を参考にしつつ事業の効率化が図られている。



（今後の課題）

	本シンポジウムを一過性のものでは終わらせず、次年度以降も交流を深めつつ両校の発展や、両国の森林づくりの発展に寄与することが必要。


（次年度の方向性）
	さらなる交流を深めるため「日独林業シンポジウム2018」への参画を進める。


別紙２－１








